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堺第７⁻３区は、大阪の産業廃棄物処分場です。ここには、がれき類・汚泥・鉱さいなど多種多様な産

業廃棄物が埋め立てられています。共生の森づくりは、そのうち約 100ha において、府民・ＮＰＯ・企

業・行政の協働の力で、森林空間などの自然環境・生物多様性を創出する取り組みです。2004 年に森づ

くり活動がスタートし、植樹や草刈り、調査などの活動に取り組んでいます。共生の森というと植樹が

第一にイメージされますが、この 100ha の共生の森の中で約 30％は草地・湿地で残そうと計画されて

います。ところが草地・湿地では遷移がどんどん進み、外来種が圧倒的に多い植生も拡がっており、一

部樹林化も始まっています。 

今回、対象にするのは、共生の森のちぬみ山の北側で共生の森の一番北にあるＶＷＹポンドです。一

番最後に埋め立てられたためか、まだまだ草地の多い状況ですが、すでに周辺では樹林化も進んでいま

す。南側はまだまだススキ、チガヤ、オギの草原ですが、北側はクズが繁茂しているという状況です。 

ここの草地作り作業を進めるＮＰＯ法人共生の森の寺川さんたちの構想では、ここをオギの草原にし

ていこうという計画で、そのためには、まずクズの対策から始めるようです。ＶＷＹポンドの中央に実

験地を設定し、その周辺からのクズの侵入を防ぐための道を設定し、重機によりクズを根こそぎ除去す

ることから始める予定です。４月８日に造園業者さんと現場での工事の説明と費用を相談しました。す

でにサントリー（世界愛鳥基金）から助成金を受けているのでそれに見合うかどうかの相談でした。 

 

ＶＷＹポンド実験地、向こうの高台は、ちぬみ山  試験的に植えたオギ 

造園業者さんからは、予定していた予算内での施工ができるということで、次回作業日 4 月 21 日ま

でに一連のクズ防止道路などの工事をしてもらうことになり、一歩前進したようです。 

なお、実際の作業は、毎月第 3 火曜日に実施予定で、野鳥の会が中心になって進めます。すでに 3 月

17 日に約 10ｍ２に約 100 本のオギの移植を試験的に実施しています。次回は 4 月 21 日です。 

 

３月１７日のオギの移植試験 （写真提供：寺川さん）                        
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